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 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１

項に基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

１ 会 議 名  東濃実業高等学校 学校運営協議会 （第３回） 

         

２ 開催日時  令和５年１月２６日（木） １０：００～１２：００ 

 

３ 開催場所  東濃実業高等学校あずさ館大会議室 

        開催にあたり、令和４年度学習成果発表会の動画発表を視聴いただいた 

         

４ 参 加 者  委 員  岡田 泰子  中部学院大学短期大学部幼児教育学科教授 （欠席）

奥村  悟  御嵩町議会議員 

             山本 正憲  洞興寺住職             

             細野 裕子  願興寺修復保存会会員 

             大杉 祥子  本校ＰＴＡ役員 

             西田 豊司  ＫＹＢ株式会社人事本部人材育成センター専任課長 

             吉田 哲也  ＪＡめぐみの伏見支店長 

             堀田 照子  みたけ華ずしの会 

             村田 直城  パティスリーランド代表 

             堀部 佳彦  本校同窓会長 

 

学校側  宮田 慶美  校長 

             井戸 英紀  教頭                           

             長屋 幸二  教頭 

             有田 美穂  事務長 

                                                    

５ 会議の概要（協議事項） 

 （１）令和４年度学習成果発表会動画発表の視聴 

 （２）動画を視聴しての感想等 

   意見 １：コロナ禍で活動が制限されるなかで、いろいろ工夫され活き活きと活動している。  

意見 ２：各類型がそれぞれの活動に取組むこととなった背景や目的がもう少しあると良い。  

意見 ３：時代にあったクオリティーの高い動画であった。  

意見 ４：地域との連携や活性化についての取組み内容であり、地域に密着した学校である 

ことがよくわかった。  

意見 ５：類型ごとの学習内容の発表で、専門的な学習がされている。  

意見 ６：中学生や地域の方にもこの内容を伝えられると良い。  

   意見 ７：校内でも他の学科や類型とのコラボがあると良い。 

意見 ８：生徒が主体となって学習（活動）している。  

意見 ９：さらに地域との活動を広げられると良い。  

   意見１０：３年生が１・２年生に活動を継承しているのが良い。  

   意見１１：ＩＣＴの活用技術が素晴らしい。 

 



 （３）本年度の成果について 

   意見 １：スクール相談員の常駐や人権啓発センターの活用など、コロナ禍でも生徒のため 

        の活動ができている。 

   意見 ２：先生方が各分掌で熱心に協議され、ご尽力いただいている。 

   意見 ３：地域のイベントに参加してもらい感謝している。 

   意見 ４：頭髪や身だしなみについて、高校生としてふさわしものである必要がある。 

意見 ５：登下校時の防寒着のルールはどうなっているのか。 

      →〇コート・ジャンパーの着用については、華美でないもの。 

〇ストッキング・タイツの着用については、ベージュ、紺色、黒色のストッ 

キング・タイツを認める。    

   意見 ６：広く地域住民に東濃実業を知ってもらうイベントを開催することで、地域との交 

流が深まり、学校と地域の距離感が近くなる。 

 

（４）来年度に向けて 

   意見 １：名鉄広見線の活性化に向けて、生徒の思いを伝えて欲しい。 

   意見 ２：自転車のヘルメット着用についての対応が今後の課題である。 

意見 ３：ヘルメットの貸出制度があると良い。 

   意見 ４：ＰＴＡや学校運営協議委員等による面接指導を検討してみてはどうか。  

意見 ５：気になる生徒について情報共有し、早期対応をお願いしたい。  

意見 ６：いろいろな立場（専門分野や地域の人材等）の方と協働の喜びを得ることは、心 

身共に成長できる大切なことである。 

   意見 ７：来年度以降も願興寺プロジェクトのイベントへ是非参加して欲しい。   

   意見 ８：先生方や生徒たちに負担がない範囲で、地域密着型の学校であって欲しい。  

意見 ９：地域とのふれあい活動をやっていただきたい。空き店舗を利用した「東実ショッ 

プ（仮称）」を立ち上げ、東実ブランドや学習成果の発表の場としてはどうか。 

意見１０：既存業務を全般的に見直し、教育改革や働き方改革をしていく必要がある。 

意見１１：外部への情報発信を幅広く行うことで学校の魅力を伝えられ、学校への支援者確 

保の向上や“入学したい”と思う中学生の増加につながる。 

 

６ 会議のまとめ 

・各類型の学習内容や取組みの様子を知っていただく良い機会となった。 

・地域密着型の学校として、地域連携や活性化の取組みについて評価していただいた。 

さらに、地域の方々に本校の学習活動を知ってもらう機会を増やし、地域連携を深めるこ

とが地域活性化につながると感じた。 

・本校の魅力をさらに情報発信することや発信方法の工夫は必要であるとご意見をいただい

た。来年度の課題として検討し、取組んでいきたい。 

・自転車のヘルメット着用及び、携帯電話の利用や活用等については、ご意見を参考に今後

検討していきたい。 


